
上
の
見
出
し

の
言
葉
を
ご
存

知
の
お
方
は
、

恐
ら
く
、
ご
高

齢
者
だ
と
思
う
。

こ
れ
は
、1904

年
（明
37
）

～1905
年

（明
38
）
、
日
露
戦
争
（日
本
と
帝
政
ロ
シ
ア
）
の

際
、
日
本
と
大
陸
の
海
路
遮
断
の
為
、
ロ
シ
ア

海
軍
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
側
の
バ
ル
チ
ッ
ク
パ
軍
港
か
ら
、

日
本
海
に
面
し
た
「ロ
シ
ア
」の
シ
べ
リ
ァ
側
の

「ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
軍
港
へ、
ロシ
ァ
艦
隊
を
移
動

さ
せ
て
き
た
。
そ
の
情
報
得
て
日
本
海
軍
は
、

迎
え
撃
つ
た
め
、
日
本
海
に
配
備
し
た
。
そ
し

て
対
馬
沖
か
ら
日
本

海
に
入
る
、
ロシ
ア
艦

隊
を
発
見
し
、
日
本

海
軍
東
郷
平
八
郎

（元
帥
）が
、
「大
本
営
」

へ、
抗
戦
に
入
る
第
１

電
報
文
「で
「敵
艦

見
ゆ
。
本
日
は
天
気

晴
朗
に
し
て
波
高
し
」

と
を
送
っ
た
。
結
果
は
、

ロ
シ
ア
海
軍
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
全
滅
に
近
い

戦
果
を
挙
げ
日
露
戦
争
の
勝
利
に
貢
献
し
た
。

そ
の
5
月
27
日
は
、
以
後
、
海
軍
記
念
日

（祝
日
）だ
った
が
、
敗
戦
で
消
え
た
。
そ
の
後
、

戦
争
放
棄
で
「軍
隊
」を
持
た
な
い
新
憲
法
が

出
来
た
。
が
、
な
し
崩
し
に
、
立
派
な
「陸
海

空
」の
軍
隊
が
出
来
て
い
る
。

そ
し
て
、
強
大
化
し
た
中
國
や
ロシ
ア
,
朝
鮮

人
民
共
和
国
（北
朝
鮮
）
に
対
峙
し
、
今

は
ア
メ
リ
カ
と
、
「日
米
安
全
保
障
条
約
保
」

を
を
結

ん
で
い
る
。

そ
の

今
、
ア
メ
リ
カ
が

海
軍
海
軍
の
原
子
力

大
型
航
空
母
艦
「カ
ー

ル
・ビ
ン
ソ
ン
号
（写
真
）
」

を
長
崎
沖
対
馬
海
峡

か
ら
日
本
海
に
入
って
、
日
本
の
海
上
自
衛

隊
が
韓
国
海
軍
と
共
同
訓
練
を
実
施
し
た

と
の
ニ
ュー
ス
が
入
った
。
北
朝
鮮
は
、
ミ
サ
イ
ル

を
保
持
し
、
そ
れ
を
日
本
海
に
（試
験
的
？
）

発
射
し
た
？
と
の
ニ
ュー
ス
も
流
れ
た
。
日
本

海
が
、
緊
張
状
態
に
な
って
い
る
。
「東
郷
平

八
郎
元
帥
時
代
は
、
海
軍
の
戦
い
（軍
艦
対

軍
艦
）
で
、
天
気
晴
朗
波
高
し
」で
治
ま
った
が
、

核
も
ミ
サ
イ
ル
も
あ
る
現
在
で
は
、
其
れ
で
は

収
ま
ら
な
い
だ
ろ
う
。
事
に
よ
って
は
「人
類
や

地
球
」そ
の
も
の
消
滅
に
繋
が
る
か
も
知
れ
な

い
。私

は
、
前
戦
時
中
、
多
分
小
学
４
年
頃
、
、

芝
居
が
戦
時
で
出
来
ず
、
映
画
館
に
な
って
い

た
「南
座
」で
、
「民
族
の
祭
典
」
（ド
イ
ツ
・ベ
ル

リ
ン
オ
ン
ピ
ッ
ク
の
記
録
映
画
）
を
、
学
校
の
「集

団
観
賞
で
見
た
。
そ
の
中
で
マラ
ソ
ン
で
１
位
２

位
（又
は
３
位
？
）
を
『
日
本
選
手
』が
得
て

「日
の
丸
」が
、ポ
❘
ル
に
２
本
上
が
った
。
１
位

は
孫
選
手
と
南
選
手
で
、
共
に
、
当
時
は
日

本
植
民
地
下
の
、
「朝
鮮
半
島
」の
人
だ
。だ
っ

た
だ
った
。
私
ら
も
、
大
い
に
喜
ん
で
、
子
供
遊

び
競
争
し
、旗
を
上
げ
る
マネ
た
。

ベ
ル
リ
ン
に
次
の
、"
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
「東

京
」開
催
地
”。
子
供
の
頃
か
ら
「本
」好
き
で
、

店
の
番
頭
さ
ん
が
読
ん
で
居
た
「雑
誌
・キ
ン

グ
？
」を
密
か
に
読
ん
で
、
次
の
東
京
五
輪
を

目
指
し
て
、練
習
に
励
む
人
が
有
る
と
知
った
。

以
後
、
戦
争
が
激
し
く
な
り
、
東
京
五
輪
は
、

幻
の
様
に
消
え
た
。

次
の
、
オ
リ
ッ
ピ
ク
も
「東
京
開
催
」だ
が
、
、

ふ
と
、
今
回
の
日
本
海
空
母
航
行
が
、
戦
争

に
繋
が
ら
な
い
だ
ろ
う
か
と
、
気
に
な
っり
、70

年
近
い
子
供
時
代
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
今

や
「平
和
の
象
徴
」様
な
「オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」だ
。

マサ
カ
と
は
思
い
な
が
ら
、こ
れ
を
記
し
た
。
私

の
世
代
は
、
戦
争
の
愚
か
さ
、
惨
さ
、
み
じ
め

さ
を
、
我
が
身
で
知
った
最
後
の
世
代
。
今
、

前
の
戦
争
に
、
強
く
関
わ
った
政
治
家
の
「遺

伝
子
」を
引
継
い
で
ら
れ
る
お
方
も
お
有
り
、
、

波
穏
や
か
な
れ
と
念
じ
て
！
こ
の
文
を
記
し
た
。

祖
父
の
葬
儀
は
、
敗
戦
直
後
九
月
二
日

「

地域のお客様のお役に立つ店をめざして！ とんからりん 2017(平成29) VOL⒈212 5月1日(月）Ｐ１

本
日
の
講
師
は
朝
粥
会
な
ら
ぬ

「と
び
っ
き
り
、

朝
が
愉
快
」
と

お
っ
し
ゃ
る

長
谷
川
ゆ
か
さ
ん

以
前
に
父
上
も
登
壇
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
今
回
は
娘
さ
ん
の

ご
登
壇
で
す
。

ご
自
身
が

ニ
ュ
ー

ヨ
ー

ク
で
活
動
さ

れ
る
に
至

っ

た

い
き
さ

つ

に

一
同
唖
然
と
し
た
り
、
驚
い
た

り
、
笑
っ
た
り
。
華
道
、
書
道
、

茶
道
を
身
に
つ
け
た
京
都
で
、
両

親
か
ら
海
外
は
禁
止
さ
れ
て
い
た

の
に
、
ハ
プ
ニ
ン
グ
的
に
参
加
し

た
着
物
コ
ン
テ
ス
ト
の
副
賞
で
パ

リ
旅
行
に
行
っ
た
の
を
き
っ
か
け

に
海
外
に
目
覚
め
、
外
国
め
ぐ
り

を
さ
れ
、
ピ
カ
ソ
、
ダ
リ
、
ガ
ウ

デ
ィ
ら
を
輩
出
し
た
ス
ペ
イ
ン
に

憧
れ
て
住
み
た
い
と
言
っ
て
も
両

親
は
当
然
反
対
。

就
職
は
大
手
洋
酒
メ
ー
カ
ー
に
。

ま
だ
訪
れ
て
い
な
い
国
だ
っ
た
ア

メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡
り
、

絵
の
才
能
、
服
の
才
能
、
帽
子
の

才
能
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
認

め
ら
れ
、
次
々
と
高
い
評
価
を

得
て
、
ア
メ
リ
カ
の
一
流
店
や

超
有
名
人
と
の
交
流
は
広
が
り
、

「

Y
U
K
A

」
ブ
ラ
ン
ド
は
確
固
た

る
地
位
を
築
き
、
今
日
に
至
る
。

才
能
が
あ
れ
ば
人
種
も
性
別

も
年
齢
も
関
係
な
い
ア
メ
リ
カ
。

河
井
寛
次
郎
さ
ん
の

「鳥
が
選

ん
だ
枝

枝
が
待
っ
て
い
た
鳥
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

「

Y
U
K
A

が
選
ん
だ
ア
メ
リ
カ
、

ア
メ
リ
カ
が
待
っ
て
い
たYUKA

」

で
あ
り
、
出
会
う
べ
く
し
て
出

会

っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
制
約

と
か
限
界
と
か
息
苦
し
い
も
の

と
は
無
縁
の
人
生
を
送
ら
れ
、

も
う
日
本
に
は
帰
れ
な
い
と
お
っ

し
ゃ
る
、
ゆ
か
さ
ん
のMag

ic
h

a
t

が
引
き
寄
せ
る
人
の
輪
の
広

が
り
は
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
で
す
。
最
後
に
、

ゆ
か
さ
ん
の
ピ

ア
ノ
演
奏
で
父

上
の
愛
唱
歌
、

「琵
琶
湖
周
航

の
歌
」
を
参
加

者
全
員
で
高
ら

か
に
歌
い
上
げ

ま
し
た
。
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第147回：朝粥食べておシャベリ会
ご講演：長谷川ゆか （報告者）高木英智様

毎
月
七
日
：
恒
例
：

七
条
大
橋
を

キ
レ
イ
に
す
る

会

◎
日
時
：
五
月

七
日

（日
）

◎
集
合
：
七
条
大
橋
・
東
詰
南

作
業
時
間

AM9

時
～~10;30

◇
掃
除
用
具
：
手
箒
：
雑
巾

・

小
さ
い
ス
コ
ッ
プ
等

各
自
ご
持
参
等
ご
持
参
く
だ
い
。

◇
終
了
後,

集
酉
楽

サ
カ
タ
ニ2F

一
時
間
程
お
茶
を

飲
み
反
省
会

写
真
；
清
掃
協
力
の

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
お
二
人
さ
ん

▽
先
ず
、
お
詫

び
で
す
。
５
月
号

「と
ん
か
ら
り
ん
」は
、
作
成
が
大
幅

に
遅
れ
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
ト
ラ
ブ
ル

で
慌
て
、
消
し
て
は
な
ら
な
い
文
が

「行
方
不
明
」に
な
り
ま
し
た
。

▼
ご
投
稿
で
，
頂
戴
文
は
、
原
文
を

保
存
し
て
有
り
、
直
ぐ
に
戻
せ
ま
し

た
が
、
私
の
分
は
。
直
接
記
入
し
て
お

り
ア
ウ
ト
。
記
入
を
一
か
ら
や
り
直

し
て
。
遅
れ
て
、
ス
ン
マ
ヘン
！
。

▽
今
迄
の
14
年
間
余
、
こ
ん
な
初
歩

的
ミ
ス
は
し
な
か
った
の
で
、
自
信
過

剰
に
な
って
い
た
の
で
す
。
思
い
た
く
は

有
り
ま
せ
ん
が
「老
化
進
行
で
、
ボ
ケ

て
来
た
の
か
な
ぁ
」
・・で
す
。

▼
そ
う
思
う
と
、
近
頃
、
つ
い
今
先
に

置
い
た
物
の
位
置
が
判
ら
な
く
な
り
、

大
慌
て
で
探
す
こ
と
も
度
々
で
す
。

家
内
や
店
の
人
に
も
迷
惑
を
掛
け
る

事
も
再
々
で
す
。

▽
私
共
の
家
系
は
、
祖
父
58
・父
63

の
、ボ
ケ
る
年
代
前
に
没
し
て
い
ま
す
。

で
、
私
は
73
ま
で
は
大
丈
夫
と
、
自
ら

人
世
計
画
を
立
で
来
ま
し
た
が
今
や
、

11
年
オ
ー
バ
ー
で
す
。

▼
が
、
私
の
実
母
は
、
ボ
ケ
も
せ
ず
、

91
才
迄
元
気
で
し
た
。
そ
の
遺
伝
子

を
引
継
い
で
い
る
の
か
も
で
す
。
。
毎

朝
6
時
30
分
～
夕
6
時
ま
で
勤
務

で
す
。
主
た
る
業
務
が
「フ
ァ
ミ
マ
」で
。

▽
祖
父
・父
の
代
は
、
酒
屋
で
お
得

意
先
に
。
「コン
ビ
ニ
」に
し
た
か
ら
知

り
ま
へん
と
言
え
ず
、
途
中
で
「友
の

会
」を
つ
く
り
、
そ
の
方
々
に
「と
ん
か

ら
り
ん
」を
配
布
し
出
し
ま
し
た
。

▼
当
初
『マイ
ド
ゥ
』の
名
の
、
友
人
達

の
酒
屋
グ
ル
ー
プ
の
新
聞
で
し
た
。
時

代
の
流
れ
で
解
散
。
私
が
新
聞
と
借

金
を
引
継
ぎ
今
な
り
ま
し
た
。

▽
そ
し
て
、
数
年
前
に
80
歳
を
越
え

ま
し
た
。
が
、
マダ
「老
眼
な
し
で
」新

聞
が
読
め
、
毎
朝
、
体
操
40
分
し
体

調
を
整
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

「と
ん
か
ら
り
ん
」と
「フ
ァ
ミ
マ
・サ
カ

タ
ニ
京
阪
七
条
店
」を
宜
し
く
。

ど
ん
つ
き

晴
天
な
れ
ど

波
高
し

絵
は
、
日
本
海
で
ロ
シ
ヤ

海
軍
軍
艦
隊
を
迎
討
つ

『戦
艦
三
笠
』
艦
上
の
、

東
郷
平
八
郎
将
軍
達

・講
演
後
、
会
場
で

お
粥
を
お
食
べ
る
方
々



神
式
」で
行
わ
れ

た
。

長
く
勤
め
て
い
た

番
頭
や
丁
稚
さ

ん
達
は
、
兵
役
で
外
地
か
ら
戻
っ
て
な
く
、

遠
地
の
親
戚
は
来
ら
れ
ず
、
少
し
寂
し
い
葬

儀
に
な
った
。
幸
い
私
は
、
六
年
生
で
夏
休
、

終
戦
で
疎
開
地
か
ら
戻
って
お
り
、
父
、
祖

母
、
叔
母
等
と
、
今
に
も
起
そ
う
な
祖
父

（58
）の
口
元
を
水
で
濡
ら
せ
た
。
そ
れ
迄
、

人
の
死
に
目
に
会
った
こ
と
が
な
く
、
「死
と

は
、
こ
ん
な
に
呆
気
な
い
」も
の
と
知
っ
た
。

今
は
亡
き
妹
（多
美
子
・三
歳
）
は
、
祖
父
の

顔
に
被
さ
っ
た
白
い
布
を
取
り
払
い
『お
爺

ち
ゃ
ん
暑
い
や
ろ
』と
団
扇
で
、
祖
父
の
顔

に
風
を
送
り
、
通
夜
に
来
て
下
さ
っ
て
い
た

方
々
の
涙
を
誘
った
。

祖
父
は
、
普
段
か
ら
。
皇
室
を
尊
敬
し

た
明
治
人
間
。
八
月
十
五
日
「勅
語
放
送
」

で
敗
戦
を
知
り
「天
皇
陛
下
様
が
お
可
哀

想
だ
、
私
ら
が
力
不
足
で
負
け
た
」と
病
気

で
、
見
え
な
く
な
っ
た
目
か
ら
大
粒
の
涙
を

溢
し
た
。
そ
し
て
病
状
が
重
く
な
り
９
月
１

日
早
朝
（五
八
歳
）
亡
く
な
った
の
だ
。
私
は
，

十
日
祭
迄
、
疎
開
地
（宇
治
市
炭
山
）

に
戻

ら
ず
「家
」に
居
た
。
翌
日
か
ら
空
襲
の
闇

夜
な
く
、
家
々
の
窓
か
ら
、
明
る
い
光
が
満

ち
て
い
た
。
が
、
商
売
は
、
配
給
で
、
極
僅
の

入
荷
で
、
商
売
は
、
開
店
休
業
状
態
だ
った
。

確
か
で
は
無
い
が
九
月
六
日
？
夕
方
、
七

条
通
り
東
山
か
ら
西
に
向
って
、
ジ
ー
プ
に

続
い
て
、
大
き
な
星
状
旗
を
掲
げ
、
新
聞
記

者
ら
し
い
人
が
鈴
な
り
に
乗
った
自
動
車
が

走
り
抜
け
た
。
米
進
駐
軍
の
先
駆
け
だ
った
。

そ
の
数
日
後
の
夜
中
、
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と

い
大
き
な
「軍
用
ト
ラ
ッ
ク
」が
、
七
条
通
北

側
に
、
東
大
路
か
ら
七
条
大
橋
迄
、
並
び

駐
車
。
そ
れ
に
、
ギ
ッ
シ
リ
乗
って
い
た
大
き

な
身
体
の
「米
兵
」が
、
通
り
に
降
り
、
楽
し

気
に
話
を
し
笑
って
い
た
。
そ
れ
を
見
て
、
彼

我
の
歴
然
た
る
戦
力
差
を
知
り
、
負
け
て

当
た
り
前
と
子
供
心
で
思
った
。
後
、
学
期

始
め
で
一
旦
炭
山
に
、
戻
り
、10
月
10
日
？

に
京
都
に
帰
った
。

新
聞
好
き
少
年
で
、
帰
っ
た
翌
日
の
記

事
で
、
エ
ッ
と
驚
い
た
。
私
の
誕
生
５
年
前

か
ら
18
年
間
、
「治
安
維
持
法
」で
監
獄

に
入
れ
ら
れ
て
い
た
「徳
田
球

一
氏
ら
の
共

産
党
員
が
解
放
さ
れ
た
」と
有
って
。

日
本
中
が
「正
義
の
戦
争
と
協
力
」し
た
時

代
、
祖
父
も
「赤
」は
怖
い
と
言
っ
て
い
た
の

に
、
こ
ん
な
人
が
居
た
の
だ
と
知
っ
た
。
翌

年
貞
教
国
民
学
校
を
卒
業
し
，
旧
制
（５
年

制
）
の
立
命
館
中
学
に
入
学
し
た
。

そ
の
後
の
２
・１
ゼ
ネ
ス
ト
等
も
有
り
、
政
治

に
強
く
関
心
を
持
った
。

関
心
が
強
い
く
な
った
。

や
っ
ぱ

り
、
そ
う

な
の
ね
。

「震
災
は

東
北
で
よ
か
っ
た
」
と
発
言
し
た
大
臣

が
辞
任
し
、
新
た
に
誰
か
が
就
任
し
た
。

そ
ん
な
大
臣
ば
っ
か
り
で
、
こ
の
国
は

よ
く
な
る
の
だ
ろ
う
か
。

別
件
だ
が
、
よ
こ
た
め
ぐ
み
さ
ん
の

お
母
様
が

「国
の
恥
で
す
」
と40

年
に

も
な
る
未
解
決
に
怒
り
を
あ
ら
わ
に
し

た
。
ほ
ん
と
に
そ
う
だ
。

不
信
を
口
に
す
る
の
は
、
も
の
の
分
か
っ

た
人
た
ち
の
、
昔
か
ら
の
ス
タ
イ
ル
だ

が
、
困
っ
た
こ
と
に
分
か
ら
ぬ
ら
し
い

人
も
少
な
か
ら
ず
い
て
、
同
じ
一
票
を

持
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
民
主
主
義
の

現
実
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
い
の
ぼ
り
の
は

た
め
く
空
が
あ
る
。
落
ち
込
み
へ
の
階

段
を
引
き
返
さ
な
け
れ
ば
と
思
う
。
空

は
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
。
裂
け
目
も

綻
び
も
な
く
。
そ
の
空
と
と
も
か
く
向

き
あ
っ
て
み
よ
う
。

で
、
外
出
す
る
。
歩
く
。
花
は
、
桜

は
散
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
や
が
て
葉
桜
、

若
葉
の
こ
よ
な
き
新
緑
の
季
節
に
な
る
。

こ
の
季
節
の
上
昇
気
流
に
乗
り
、
明
る

く
身
の
回
り
を
整
理
し
な
く
ち
ゃ
。

「終
末
整
理
」
も
急
が
ね
ば
、
と
思
う
。

認
知
症
予
防
や
、
美
容
、
筋
ト
レ
も
そ

れ
な
り
に
意
識
は
す
る
が
、
枝
葉
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
大
事
な
の
は
や
は
り
、

生
き
方
。
誘
わ
れ
て

「
一
般
社
団
法
人

生
前
整
理
普
及
協
会
」
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
方
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
と
て

も
、
参
考
に
な
っ
た
。

で
も
、
所
詮
は
自
分
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で

進
め
る
べ
き
こ
と
。
ノ
ウ
ハ
ウ
と
い
う

骨
格
は
な
る
ほ
ど
と
し
て
、

「適
量
」

を
念
頭
に
、
そ
の
プ
リ
ン
ト
も
、
あ
り

が
と
う
、
と
捨
て
よ
う
と
し
て
い
る
朝

で
あ
る
。
い
や
、
遠
い
、
故
郷
の
父
の

こ
と
が
脳
裏
を
よ
ぎ
る
の
だ
が
、
適
量

は
日
々
越
え
て
い
る
。
ど
ん
な
ら
ん
。

生
き
方
を
一
言
で
、
と
言
え
ば
、

「日
本
っ
て
、
世
界
っ
て
ど
う
な
っ
て

く
の
、
を
現
在
進
行
形
で
知
っ
て
い
た

く
て
東
北
か
ら
京
都
に
来
た
！
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
嘆
い
て
も
特
攻

隊
で
戦
死
し
た
伯
父
は
帰
ら
な
い
し
、

戦
時
下
の
貧
し
さ
は
素
敵
じ
ゃ
な
か
っ

た
。
新
し
い
時
代
の
、
新
し
い
女
性
に

な
り
た
か
っ
た
。

で
、
早
く
も
人
生
の3

楽
章
に
至
っ
て

い
る
の
だ
が
、
残
念
な
の
は
、
見
た
い

と
願
っ
た
新
し
い
時
代
は
、
い
つ
か
ら

か
停
滞
、
衰
退
、
混
濁
を
あ
ら
わ
に
し
、

昔
の
景
色
に
、
似
て
来
た
こ
と
だ
。
こ

ん
な
せ
こ
い
、
横
暴
な
国
に
誰
が
し
た
、

の
失
望
ば
か
り
。
お
ら
ほ
の
言
葉
で
言

え
ば

「ミ
ダ
グ
ナ
ス

（見
た
く
な
い
）
」

こ
の
上
な
い
。

東
京
は
テ
レ
ビ
で
見
れ
ば
わ
か
る
し
、

と
京
都
へ
の
志
も
正
解
だ
っ
た
の
だ
が
、

今
は
ど
う
か
。

と
も
か
く
、

「戦
争
前
夜
」
と
言
え
そ

う
な
雲
行
き
を
世
界
的
に
見
せ
つ
け
ら

れ
、
私
の

「生
前
整
理
」
も
滞
り
が
ち

だ
。
日
本
一
と
聞
い
て
預
け
た
わ
ず
か

ば
か
り
の
退
職
金
も
世
界
の
中
で
消
え

そ
う
な
ん
て
。
あ
ん
ま
り
よ
。
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な
ん
だ

坂

こ
ん
な
坂
⑤

余
暇
活
動
や
生
き
が
い
と
し
て
、
日
常
と

異
な
る
こ
と
を
見
聞
き
し
体
験
し
楽
し
み
、

日
先
の
京
都
市
議
会
で
無
秩
序
な
ホ
テ
ル

建
設
ラ
ッ
シ
ュ、
違
法
「民
泊
」が
大
き
な
問

題
に
な
っ
た
。
京
都
の
ホ
テ
ル
開
業
は
２
０

１
６
年
１
３
軒
・１
５
４
５
室
、
２
０
１
７
年

～
１
９
年
開
業
予
定
５
０
軒
以
上
・約
７
０

０
０
室
以
上
と
い
う
。
京
都
駅
周
辺
は
駅

が
ホ
テ
ル
に
囲
ま
れ
て
、
「こ
の
ま
ま
で
は
京

都
が
京
都
で
な
く
な
る
」と
い
う
殺
風
景

な
状
況
を
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
。
「ト

ラ
ベ
ル
＆
レ
ジ
ャ
ー
」誌
の
評
価
も
１
位
か

ら
６
位
に
後
退
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
大

変
な
の
は
、
違
法
「民
泊
」が
数
千
規
模
と

な
っ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
今
年
に
入
っ
て

２
．
３.

４
月
と

一
気
に
増
え
て
い
る
と
の
こ

と
。
我
が
伏
見
稲
荷
地
域
で
も
、
「民
泊

反
対

住
民

一
同
」と
い
う
張
り
紙
が
目

立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
正
確
を
期

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
真
面
目
に

民
泊
を
経
営
さ
れ
て
い
る
方
も
い
る
と
い

う
こ
と
だ
。
問
題
な
の
は
野
放
図
で
悪
質

な
民
泊
で
あ
る
。
こ
れ
が
増
え
て
い
る
の
だ

か
ら
始
末
に
負
え
な
い
。
あ
る
地
域
で
は
、

狭
い
路
地
を
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
８
軒
の

う
ち
４
軒
が
民
泊
と
し
て
利
用
さ
れ
、
残

り
４
軒
は
独
居
老
人
が
住
ん
で
い
る
。
夜

中
に
キ
ャ
リ
ー
バ
ッ
ク
引
く
音
が
絶
え
ず
、

間
違
え
て
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
を
押
さ
れ
、
住
民

の
一
人
は
、
「こ
の
ま
ま
で
は
こ
こ
に
住
み

続
け
ら
れ
な
い
」と
ま
で
言
っ
て
い
る
と
。

「空
き
家
が
綺
麗
に
な
っ
た
ら
民
泊
だ
っ
た
」

「地
元
住
民
に
何
の
説
明
も
な
い
」
「静
か

な
住
宅
地
が
ど
う
な
る
か
心
配
」と
い
う

苦
情
が
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
る
。

違
法
「民
泊
」は
空
家
住
宅
を
活
用
す
る

例
が
多
い
が
、
民
泊
は
旅
館
で
は
な
く
あ

く
ま
で
も
住
宅
だ
と
い
う
の
だ
。
こ
こ
に
も

落
と
し
穴
が
あ
る
。

こ
の
問
題
で
の
行
政
の
対
応
が
遅
れ
て
い
る
。

ま
と
も
な
相
談
窓
口
が
無
い
と
い
う
の
だ
。

市
民
が
相
談
に
行
っ
て
も
、
た
ら
い
回
し
に

さ
れ
か
ね
な
い
。

京
都
市
が
し
き
り
に
叫
ん
で
い
る
「お
も
て

な
し
」が
空
語
に
な
っ
て
し
ま
う
。

観
光
す
る
側
（ゲ
ス
ト
の
側
）
か
ら
見
れ
ば

「日
常
生
活
す
る
場
を
離
れ
て
常
に
戻
っ

て
か
ら
生
活
を
向
上
さ
せ
る
も
の
」で
あ

り
、
観
光
を
受
け
入
れ
る
側
（ホ
ス
ト
の
側
）

か
ら
見
れ
ば
、
「地
域
の
文
化
や
経
済
を

振
興
し
、
人
々
が
地
域
で
生
き
て
ゆ
く
た

め
の
基
盤
と
な
る
も
の
」と
い
う
。
こ
の
双

方
の
違
う
目
的
が
観
光
地
と
い
う
場
所
で

重
な
る
場
所
が
観
光
地
で
あ
る
。
双
方
が

う
ま
く
か
み
合
っ
て
こ
そ
「お
も
て
な
し
」が

生
き
て
く
る
だ
ろ
う
。

と
に
か
く
京
都
に
金
を
落
と
し
て
く
れ
れ

ば
良
い
と
い
う
水
準
で
ホ
テ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
、
違

法
「民
泊
」
対
策
を
野
放
し
に
す
れ
ば
京

都
観
光
の
命
取
り
に
な
り
か
ね
な
い
。

い
よ
い
よ
４
月
を
迎
え
春
の
観
光
シ
ー
ズ
ン

で
あ
る
。
伏
見
稲
荷
神
社
辺
り
は
ま
る
で

初
詣
の
よ
う
な
賑
わ
い
を
醸
し
出
し
て
い
る
。

観
光
客
を
い
か
に
増
や
す
か
、
そ
の
た
め
の

宿
泊
施
設
の
建
設
を
と
、
量
の
問
題
ば
か

り
に
目
が
行
く
よ
う
だ
が
、
い
か
に
良
質

な
観
光
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
か
を
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
「品
格
あ
る
観

光
」を
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

観
光
す
る
側
（ゲ
ス
ト
の
側
）
か
ら
見
れ

ば
「人
々
が
、
日
常
生
活
す
る
場
を
離
れ

稲
荷
山

ぶ
ら
り
散
策
記

越
智
薫
史

あ
ん
ま
り
よ

石
動
敬
子



今
号
の

こ
の
欄
は

七
条
通
り

と
は
離
れ
、
東
山
の

「将
軍
塚
」
に
し

た
。
そ
こ
は
少
年
時
代
、
良
く
行
っ
た

場
所
。
八
十
年
以
上
生
き
、
老
い
た
今

も
、
何
か
で
激
し
く
悩
ん
だ
時
、
そ
こ

か
ら
見
え
る
京
都
の
町
々
の
姿
を
見
て
、

気
を
落
ち
着
か
せ
、

元
気
を
貰
っ
て
来
た
。

悩
み
だ
け
で
な
く

家
族
、
思
想
、
商
売

等
々
で
、
ど
の
方
向

に
進
も
う
か
と
決
断

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
幾
度
か
の

「別
れ
道
」
の
場
面
で
も
、
そ
こ
で
決

断
し
た
。
私
の
霊
場
の
様
な

「東
山
将

軍
塚
」
で
あ
る
。

今
は
東
山
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
で
公
園

も
あ
る
其
処
ま
で
楽
に
行
け
る
が
、
私

が
、
其
処
へ
行
く
時
は
、
ｈ
ｓ

、
￥
、
が
、
青
少
年
時
代
は
、
真
っ
暗

闇
の
中
、
山
道
を
懐
中
電
灯
で
足
元
を

照
ら
し
な
が
ら
其
処

（将
軍
塚
）

へ
行

き
、
そ
こ
で
、
出
、
悩
み
を
か
ら
見
え

る
、
京
都
の
町
並
み
を
眺
め
た
。
そ
し

て
、
小
さ
な
自
分
の
悩
み
を
吹
き
飛
ば

し
、
も
う

一
度
、
自
ら
を
見
直
し
、
元

気
を
貰
っ
た
こ
と
も
有
る
。
殆
ど
の
場

合
は
、
そ
の
途
中
に
有
る
祖
父
母
と
父

の
三
人
の
眠
る

「清
水
山
墓
地
」
を
お

参
り
し
た
後
で
だ
が
。

近
頃
は
、
東
山
近
辺
で
遊
ぶ
子
供
た

ち
を
見
な
い
が
、
私
の
少
年
時
代
は
、

鴨
川
と
東
山
が
遊
び
場
所
。
馬
町
か
ら

将
軍
塚
に
行
く
途
中
に

「稚
児
ヶ
池
」

が
有
り
、
其
処
で
泳
い
だ
。
藻
が
多
く
、

パ
ン
ツ
を
履
い
て
泳
ぐ
と
、
青
く
染
ま

り
、
家
で
洗
濯
際
、
叱
ら
れ
る
の
で
、

そ
こ
を
通
る
人
も
殆
ど
無
く
、
ス
ッ
ポ

ン
ポ
ン
の

「フ
リ
チ
ン
」
で
だ
っ
た
。

こ
の
池
は
六
百
年
ほ
ど
前
、
お
稚
児
が

「人
柱
」
に
な
っ
て
死
ん
だ
こ
と
か
ら
、

こ
の
名
に
な
っ
た
聞
く
。
そ
の
当
時
、

鶴
の
池
と
呼
ば
れ
て
い
た
そ
う
だ
が
、

以
後

「稚
児
ヶ
池
」
と
呼
ば
れ
る
様
に

な
っ
た
と
言
う
。
こ
の
稿
を
書
く
の
で
、

そ
の
辺
り
を
見
に
行
っ
た
が
、
池
の
横

に

「料
理
旅
館
」
出
来
て
、
綺
麗
に
整

備
さ
れ
て
い
た
が
、

一
面
に
藻
が
茂
っ
て
、

水
が
見
え
な
い
状
態

だ
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
将
軍

塚
は
、
東
山
ド
ラ
イ

ブ
ウ
ェ
イ
展
望
台
駐
車
場
す
ぐ
近
く
に

あ
る
。
円
山
公
園
東
の
華
頂
山
頂
大
日

堂
の
境
内
に
あ
る
円
墳

（写
真
）
。
直
径

13

ｍ
。
高
さ1.8

ｍ
。794

年

（延
暦

13
）
桓
武
天
皇
が
平
安
遷
都
に
際
し
王

城
鎮
護
の
た
め
、2.4

ｍ
余
の
土
人
形

に
鉄
の
甲
冑
を
着
せ
、
弓
矢
を
持
た
せ

て
埋
め
た
こ
と
が

「保
元
物
語
」
「平

家
物
語
」
な
ど
に
あ
る
。
ま
た
征
夷
大

将
軍
坂
上
田
村
麻
呂
ゆ
か
り
と
す
る
伝

説
も
あ
る
。
少
年
時
代
に
、
京
の
町
に

異
変
が
有
る
時

「東
山
が
唸
る
」
と
の

伝
説
が
あ
る
と
聞
い
て
い
た
。
が
、
私

の
（小
）
5
年
生
の
時
、
そ
こ
か
ら
直
線

で
１
キ
ロ
余
の
、
東
山
区

「馬
町
」
が

爆
撃
さ
れ
た
時
は
、
山
は
唸
ら
ず
、
東

山
の
人
々
が
爆
死
さ
れ
、
傷
つ
い
た
人

達
が

「唸
っ
た
」。
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市
電
の

東
北
端
に

当
た
る
高
野

の
停
留
場
に
到
着
し
た
市
電
は
、
向
き
を
南

に
変
え
て
、
東
大
路
通
を
南
下
し
ま
す
。
左

手
に
高
野
中
学
校
、
右
手
に
東
大
路
高
野

団
地
を
見
て
、
つぎ
の
停
留
場
、
田
中
大
久

保
町
を
過
ぎ
る
と
、右
手
に
は
左
京
消
防
署

が
あ
り
、
市
電
は
、
ゆ
った
り
し
た
東
大
路
通

を
進
ん
で
行
き
ま
す
。
ま
も
な
く
到
着
す
る
の

が
「叡
電
前
」の
停
留
場
で
す
。

市
電
時
代
は
、京
福
電
鉄
叡
山
線
（現
在
の

叡
山
電
鉄
線
）と
斜
め
に
平
面
交
差
し
て
い
ま

し
た
。
京
福
側
に
は
元
田
中
駅
が
あ
り
、
相

互
に
乗
り
換
え
が
可
能
で
し
た
。
終
点
の
出

町
柳
で
の
乗
り
換
え
は
、市
電
ま
で
少
し
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
京
都
駅
・祇
園
方
面
へは

一本
の
市
電
で
行
け
る
た
め
、乗
り
換
え
客
に

は
重
宝
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
数
は
多
く
は
な

か
った
も
の
の
、
市
電
・京
福
の
乗
り
換
え
客

目
当
て
に
、付
近
に
は
飲
食
店
も
並
ん
で
い
ま

し
た
。
叡
山
線
が
ま
だ
ポ
ー
ル
集
電
の
時
は
、

架
線
で
引
っか
か
ら
な
い
よ
う
、
車
掌
は
ポ
ー

ル
紐
を
押
さ
え
な
が
ら
、交
差
部
を
渡
って
行
っ

た
も
の
で
す
。

京
福
叡
山
線
は
、
大
正
十
四
年
、
出
町

柳
～
八
瀬
が
開
業
し
ま
す
。
市
電
東
山
線
は

ま
だ
未
開
通
で
、
交
差
部
よ
り
出
町
柳
寄
り

の
愛
宕
郡
田
中
村
の
中
心
部
付
近
に
、
元
田

中
駅
が
設
け
ら
れ
ま
す
。
田
中
村
は
大
正
七

年
に
京
都
市
に
編
入
さ
れ
て
お
り
、
田
中
の

名
は
、
京
都
市
の
広
域
地
名
と
し
て
残
って
い

ま
し
た
が
、
元
に
あ
った
田
中
村
を
指
す
駅
名

と
し
て
「元
田
中
」と
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、
昭

和
十
八
年
に
市
電
東
山
線
が
開
通
、
叡
山

線
と
の
交
差
部
分
に
元
田
中
駅
も
移
転
、市

電
の
停
留
場
は
「叡
電
前
」と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
市
電
末
期
の
頃
に
は
、
市
電
か
ら

叡
山
線
八
瀬
方
面
に
渡
る
ポ
イ
ン
ト
の
跡
が

残
って
い
ま
し
た
。
か
つ
て
市
電
が
叡
山
線
に

乗
り
入
れ
て
い
た
証
拠
で
し
た
。
戦
後
、自
治

体
で
は
復
興
財
源
の
確
保
の
た
め
、
公
営
の
競

輪
・競
馬
が
始
ま
り
、
京
都
市
で
も
京
福
電

鉄
宝
ヶ
池
駅
の
西
側
に
宝
ヶ
池
競
輪
場
を
設

け
ま
す
。観
客
を
市
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
乗
り

換
え
な
し
で
運
ぶ
た
め
、叡
電
前
の
停
留
場
に
、

市
電
と
京
福
の
渡
り
線
を
設
置
、
昭
和
二
十

四
年
十
二
月
か
ら
レ
ー
ス
開
催
日
に
、
京
都

駅
前
、
四
条
大
宮
か
ら
宝
ヶ
池(

当
時
の
駅

名
は
山
端)

ま
で
、競
輪
場
行
き
の
直
通
市
電

の
運
転
を
開
始
し
ま
た
。
レ
ー
ル
幅
、
電
圧
が

同
じ
だ
った
た
め
、
分
岐
を
設
け
て
市
電
が
地

方
鉄
道
を
走
る
と
言
う
異
例
の
乗
り
入
れ
と

な
り
ま
し
た
。
車
両
は
、当
時
の
最
新
の
一０
０

０
形
が
使
わ
れ
、
市
電
区
間
は
各
停
留
場
に

停
車
、
京
福
線
内
は
無
停
車
で
し
た
。
元
田

中
を
出
る
と
、ま
だ
田
園
風
景
が
続
い
て
お
り
、

ほ
か
で
は
見
ら
れ
な
い
車
窓
風
景
が
続
き
ま
し

た
。し

か
し
、
直
通
乗
り
入
れ
は
昭
和
三
十
年

九
月
限
り
で
取
り
止
め
と
な
り
、ポ
イ
ン
ト
部

分
は
す
ぐ
撤
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
渡
り
部
分
の

レ
ー
ル
、敷
石
は
、市
電
が
廃
止
さ
れ
る
直
前

ま
で
残
って
い
ま
し
た
。
な
お
市
電
廃
止
後
に

「叡
電
前
」に
相
当
す
る
市
バ
ス
停
留
所
は

「叡
電
元
田
中
」と
な
り
、
「叡
電
前
」の
名
称

は
、
一時
、
出
町
柳
駅
の
前
の
川
端
通
上
の

市
バ
ス
停
留
所
と
も
な
り
ま
し
た
。

市
電
が
走

っ
た

京
都
を
巡
る

福
田
静

二
75

京
都
＆

東
山

ぶ
ら
り
ピ
カ
リ

し
ち
じ
ょ
う

と
お
り

七
条
通
㉑

地
味
だ
が
京
都
一の
通
り
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叡
電
前
に
到
着
し
た
市
電

当
時

の
京
福
叡
山
線
と

平
面
で
交
差
す
る
市
電



敗
戦
後

の
暫
く
は

日
本

中

、

腑
抜
け
の
状

態
だ
っ
た
。
縁
故
を
頼
る
と
か
、
集
団

疎
開
で
北
桑
田
郡
平
屋
村
（現
,
美
山
町
）

に
行
っ
て
い
た
学
友
達
が
、
元
の
住
所

に
戻
り
、
学
校
は
賑
や
か
に
な
っ
た
。

幸
い
に
し
て
「
京
都
は
大
空
襲
」
を
免

れ
た
が
、
他
の
大
都
市
は
、
大
変
な
悲

惨
な
目
に
遭
遇
さ
れ
て
い
る
。

学
校
は
、
賑
や
か
に
は
な
っ
た
が
、

戦
時
中
の
教
科
書
は
使
用
禁
止
。
ガ
リ

版
刷
り
や
不
都
合
部
分
を
、
黒
く
塗
り

隠
し
使
わ
れ
た
。
先
生
も
、
（ど
ん
な
基

準
で
か
）
教
職
追
放
で
、
突
然
に
学
校
へ

出
て
来
ら
れ
な
い
先
生
も
有
り
、
授
業

の
飛
ん
だ
日
も
有
っ
た
。

物
資
配
給
の
仕
組
み
も
壊
れ
、
衣
・

食
品
の
物
資
不
足
が
起
こ
り
、
通
常
の

分
配
仕
組
み
の
裏
側
で
「
闇
取
引
」
が

流
行
し
た
。
そ
の
「
闇
」
の
、
集
団
市

場
が
出
来
た
。
七
条
通
高
倉
（現
出
光
石

油
ㇲ
ス
タ
ン
ド
南
側
）
か
ら
、
京
都
駅
付
近
に
。

そ
こ
で
は
、
お
金
さ
え
出
せ
ば
、
生

活
必
需
品
は
、
何
で
も
買
え
た
。
偶
に
、

物
価
統
制
法
違
反
で
警
察
が
取
締
り
す

る
が
直
ぐ
元
に
。
そ
の
付
近
に
、
店
の

元
丁
稚
さ
ん
で
、
大
好
き
な
だ
っ
た

「
マ
❘
チ
（大
八
木
政

夫
さ
ん
）
夫
婦
」
が
住

み
、
闇
市
へ
連
れ
て

も
ら
っ
た
。
経
済
復

興
が
進
み
闇
市
は
消

え
た
が
、
今
や
著
名

店
に
な
っ
た
ラ
ー
メ

ン
屋
店
は
、
そ
の

当
時
既
に
有
っ
た
様
な
記
憶
が
有
る
。

そ
の
頃
、
闇
市
を
仕
切
る
「
組
」
と

「
朝
鮮
人
団
体
」
が
絡
み
、
七
条
警
察

署
が
、
占
拠
さ
れ
る
「
七
条
警
察
署
襲

撃
事
件
」
が
起
こ
っ
た
。
七
条
警
察
署

付
近
や
京
都
駅
近
辺
の
交
差
点
は
、
其

処
を
護
る
ヤ
ク
ザ
風
の
人
達
が
、
日
本

刀
を
持
ち
焚
火
を
囲
ん
で
い
た
。

一
時

は
、
市
電
も
止
ま
り
、
私
が
通
学
し
た

「
立
命
館
中
学
」
が
休
校
に
な
る
ほ
ど

の
大
事
件
だ
っ
た
。
数
日
後
、
米
占
領

軍
Ｍ
Ｐ
（軍
警
察
）
出
動
と
「
あ
る
組
の

組
長
？
」
の
采
配
で
事
件
は
治
ま
っ
た
。

私
の
記
憶
で
は
、
当
時
、
闇
米
を
運
ん

で
い
た
朝
鮮
人
の
逮
捕
が
事
件
の
発
端

だ
っ
た
。
又
,
五
味
康
介
氏
の
小
説
に

も
、
「
組
の
賭
場
」
の
事
が
書
か
れ
て

い
た
。
イ
ン
フ
レ
が
進
み
、
入
学
時
、

15
円
だ
っ
た
授
業
料
は
6

年
後
の
卒

業
時
は
、
50
倍
も
上
が
り
750
円
に
な
っ

た
。
（
昭
22
年
迄
）
我
店
は
、
酒
屋
と

国
民
酒
場
だ
っ
た
。

日
差
し
も
暖
か
く

な
り
、
春
の
訪
れ

を
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

春
と
い
え
ば
出
逢

い
と
別
れ
の
季
節
。
ウ
ク
レ
レ
と
ギ
タ
ー

の
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
こ
の
春
、
と
て
も

感
動
的
な
別
れ
の
場
面
に
立
ち
会
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
、
音
楽
活
動
を
通

じ
た
ご
縁
で
、
東
日
本
大
震
災
の
津
波
被

害
を
強
く
受
け
た
岩
手
県
宮
古
市
と
４
年

前
か
ら
交
流
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
年
は

「み
や
こ
」
つ
な
が
り
と
い

う
ご
縁
で
、
３
月
上
旬
に
京
都
で
震
災
復

興
応
援
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
そ
こ
で
集

ま
っ
た
義
援
金
を
下
旬
に
宮
古

へ
直
接
お

届
け
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
宮
古
で
は
義

援
金
の
贈
呈
の
ほ
か
、
地
域
の
方
々
と
の

音
楽
交
流
会
に
も
参
加
し
、
子
供
た
ち
と

の
合
同
演
奏
な
ど
音
楽
を
通
じ
た
交
流
を

深
め
ま
し
た
。

今
回
の
宮
古
訪
問
の
目
的
の
一
つ
に
、

市
内
の
と
あ
る
児
童
館
の
最
後
の
卒
園
式

に
出
席
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

児
童
館
は40

年
の
歴
史
が
あ
り
、
６
年
前

の
震
災
で
は
被
災
し
た
他
の
保
育
施
設
か

ら
の
子
供
を
受
け
入
れ
る
な
ど
、
地
域
の

子
供
た
ち
の
成
長
を
見
守

っ
て
き
た
施
設

で
し
た
が
、
子
供
数
の
減
少
か
ら
、
震
災

後
に
新
た
に
建
設
さ
れ
た
保
育
施
設

へ
統

合
さ
れ
る
形
で
、
長
い
歴
史
に
幕
を
お
ろ

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

昨
年1

0

月
に
こ
の
児
童
館
を
訪
れ
た
フ

ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
は
、
最
後
の
卒
園
児
と
な

る
子
供
た
ち
に
ウ
ク
レ
レ
を
教
え
る
と
い

う
交
流
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
時
に
子
供

た
ち
に
教
え
た
の
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「ウ
ラ
ラ
ウ
ク
レ
レ
」
と
い
う
歌
で
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
館
で
は
こ
の
歌
を
全
員
が

歌
え
る
よ
う
に
な
っ
て

く
れ
て
い
て
、
フ
ラ
リ
ー

パ
ッ
ド
は
最
後
の
卒
園

式
で
み
ん
な
と

一
緒
に

こ
の
曲
を
歌
う
約
束
を

し
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
の
歌
声
が
響
き
わ
た
る
児
童

館
に
は
、
卒
園

・
閉
館
の
二
つ
の
別
れ
の

思
い
が
交
差
し
、
感
動
の
空
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
フ
ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
も
こ
ん
な
貴

に
も
ド
ル
重
な
場
面
で
、
自
分
た
ち
の
曲

が
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激
で
し
た
。

こ
の
児
童
館
の
子
供
た
ち
は
、
今
や
フ

ラ
リ
ー
パ
ッ
ド
に
と
っ
て
、
か
け
が
え
の

な
い
友
達
で
す
。
こ
れ
か
ら
歩
む
新
し
い

生
活
も
、
み
ん
な
元
気
で
頑
張
っ
て
く
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
京
を

一
つ
に

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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▽
5
月
号

は
ｐ
Ｃ
エ
ラ
ー

が
発
生
、
配
布
も
、
ネ
ッ
ト
ア
ッ

プ
も
遅
れ
ま
し
た
。
ご
投
稿
下

さ
っ
た
方
々
や
、
読
者
様
に
、

深
く
お
詫
び
申
し
ま
す
。

▼
そ
の
エ
ラ
ー
も
私
の
初
歩
的

ミ
ス
。
パ
ソ
コ
ン
は
、
漢
字
を
数
字

を
入
れ
て
創
る
頃
か
ら
使
って

ま
す
が
、
頭
が
理
数
系
で
な
く

文
系
の
為
で
し
よ
う
。

▽
そ
の
上
。
年
齢
も
、
今
や
、

83
歳
。
今
も
、
新
聞
を
「眼
鏡
」

な
し
で
読
め
る
の
で
す
が
、
つ
い

今
、
手
か
ら
放
し
た
物
を
置
い

た
場
所
を
忘
れ
る
事
、
再
々
。

も
う
限
度
か
な
ぁ
・・・で
す
。

▼
只
、
常
に
書
か
な
け
れ
ば
の

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
、
何
時
も
「話
の

種
」を
探
し
ま
す
。
そ
れ
が
「ボ

ケ
」る
ス
ピ
ー
ド
を
、
少
し
だ
け

落
と
し
て
呉
れ
て
る
と
勝
手
に

思
って
ま
す
。

▽
こ
の
80
年
は
、
戦
時
。
戦
後

そ
し
て
現
代
に
至
る
日
本
の
大

変
動
期
で
し
た
。
大
き
な
犠
牲

も
払
って
い
ま
す
。
が
、

今
は
、

何
と
無
く
平
和
？
。

▼
で
も
、
世
界
中
が
平
和
で
は

有
り
ま
せ
ん
。
戦
争
を
し
た
い

国
や
人
も
有
る
様
で
す
。

戦
争
は
ト
ラ
ン
プ
で
は
な
く
、
人

殺
し
で
す
。
怖
い
怖
い
！
。

▽
平
和
に
な
って
、
ベ
ル
リ
ン
の

壁
は
取
り
払
わ
れ
ま
し
た
が
、

メ
キ
シ
コ
に
は
、
最
近
壁
が
造
ら

れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

ケ
ッ
タ
イ
ナ
話
や
な
ぁ
。

▼
そ
の
点
で
、
日
本
は
、
周
り

海
で
気
が
楽
。
デ
モ
空
は
世
界

中
繫
が
って
い
ま
す
。
空
に
は
壁

が
造
れ
ま
へん
。
三
日
は
、
大
切

な
憲
法
記
念
日
で
し
た
。
す
。

何
ん
だ
坂

こ
ん
な
坂
⑥

正
月
か
ら
三
月
ま
で
が
春
。
四
月
か
ら
六

月
ま
で
を
夏
と
し
、
七
・八
・九
月
は
秋
。

十
・十
一
・十
二
月
は
冬
と
な
る
。
四
季
と

は
季
節
の
変
化
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
風
の

動
き
、
要
す
る
に
気
圧
配
置
で
あ
る
。
空

の
動
き
と
海
の
動
き
は
密
接
に
関
係
し
て

い
て
、
海
の
動
き
が
変
わ
れ
ば
空
の
動
き
が

変
わ
り
、
有
る
は
ず
も
無
い
と
こ
ろ
に
災

害
を
引
き
起
こ
す
。

地
軸
と
い
う
の
は
地
球
に
刺
さ
っ
て
い

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
棒
で
あ
る
。
球
体
に
金

属
の
棒
が
や
や
斜
め
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る

と
考
え
れ
ば
い
い
。
人
間
の
体
も
同
じ
だ
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
棒
が
突
き
刺
さ
っ
て
い
て
、

そ
こ
か
ら
排
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

り
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ

て
い
る
。
こ
の
、
地
球
に
突
き
刺
さ
っ
て
い
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
棒
が
、
天
と
、
海
・陸
を
含

ん
だ
地
の
動
き
を
決
め
る
。
だ
か
ら
決
ま
っ

た
と
こ
ろ
に
様
々
な
自
然
現
象
が
起
き
、

自
然
現
象
が
あ
ま
り
起
こ
り
に
く
い
と
こ

ろ
に
、
起
き
て
も
対
応
し
き
れ
る
と
こ
ろ
に

人
間
は
住
む
よ
う
に
な
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
地
軸
に
ズ
レ
が
生
じ
た
ら
ど

う
な
る
だ
ろ
う
か
？
天
の
動
き
と
地
の
動

き
が
地
軸
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
ズ
レ
は
じ

め
る
。
徐
々
に
気
候
・気
圧
・気
温
、
そ
れ

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
現
象
が
変
わ
っ

て
く
る
。
人
間
の
体
も
多
分
バ
ラ
ン
ス
が
悪

く
な
る
だ
ろ
う
。
骨
折
や
病
気
が
増
え
る
。

理
由
は
、
慣
れ
て
い
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
環
境
の

配
分
が
変
わ
り
、
慣
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

環
境
下
で
生
活
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
か
ら
だ
。

金
属
の
棒
と
表
現
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
軸

が
も
う

一
本
、
十
字
を
描
く
よ
う
に
地
球

か
ら
生
え
て
き
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
？

考
え
る
ま
で
も
な
く
気
候
が
荒
れ
、
海
も

荒
れ
る
。
勿
論
、
質
量
だ
っ
て
変
わ
っ
て
く

る
。
な
ぜ
な
ら
、
今
ま
で
二
分
割
だ
っ
た
も

の
が
四
分
割
さ
れ
た
の
だ
か
ら
。
徐
々
で
は

あ
る
が
結
構
変
わ
っ
て
く
る
。
化
学
式
も

変
わ
っ
て
く
る
。

今
ま
で
の
化
学
結
合
で
は
結
合
し
な
く
な
っ

た
り
、
化
学
反
応
を
起
こ
す
温
度
が
変
わ

る
。
も
し
か
し
た
ら
人
間
が
化
学
記
号
と

し
て
捉
え
て
い
る
物
質
の
形
状
が
変
わ
っ
て

く
る
か
も
し
れ
な
い
。

う
ー
ん
、
そ
う
な
っ
た
時
に
は
地
球
が
爆

編
集
後
記

み
ん
な
友
達

纐
纈
史
子

FuMiko
Kouketu

証
明
写
真

月
三
天

敗
戦
闇
市
の
絵


